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第1章序文

1-1 研究背景

現在、大学を取り巻く環境が大きく変化している。大学の法人化、 18歳人口の減少、第三

者評価による競争原理政策の導入など、大学聞の競争化を背景に特色あるキャンパスづくり

や研究施設、教育・学習空間の整備など、多様な施策の必要性が議論されている。

また、キャンパスのコモンスペースは、学生のキャンパス内の学習空間、居場所として重要な

施設という議論もあり、学生が休息や気分転換をしたり、学習をしたり、交友関係を深める為に

は不可欠な場所であり、最もキャンパスらしさが具現化されている場所の一つであると言える。

また、地域住民にとっての交流の場所ともなっている。

このように犬学キャンパスにおけるコモンスペースの役割は近年、非常に重要になってきてい

ると考える。大学の学部学生においては生活の拠点となる場所がなく、授業聞の余暇時間での活

動場所は主に大学図書館や食堂、あるいは特設的に設けられた休憩場所など、そのほとんどはコ

モンスペースで過ごすことになり、その重要性は特に高い。これらのコモンスペースで行われる

活動は交流や雑談だけでなく、知識的な交流も促す。近年は学生の生活形態の変化や、経済発展、

大学の特色化により、施設の高度化も進んでいることから、コモンスペースの役割も多様化して

きており、その計画や運営がより専門的になってきている。

また、昨今「複雑系Jといわれる分野が発展してきている。この考えについては第2章で細か

く解説することにするが、現在の建築計画を「複雑系j という概念から検証することは、現在及

び次の世代の建築計画、ファシリティマネジメントを考える上で重要であると考えられる。

1-2 研究目的

本研究は、建築計画に「複雑系」という新しい概念を持ち込むことで、現在及び次の世代の建

築計画およびファシリティマネジメントを考えることを目的としている。その「複雑系jの中で

も特に「マルチエージェントシステム」とそれを利用した「マノレチエージェントシミュレーショ

ンj に注目し、それを建築計画に用いることの有効性を検証することを目的とする。

マルチエージェントシステムを用いたシミュレーションとは、例えば街路における人の流動

を僻轍的に眺めて、全体を矛盾なく記述する数学モデ、ルを立てることは困難であるが、人は群集

が作る流れに追従しようとするとか、他人との衝突を避けようとするとか、壁に沿って移動した

がる、といった個々の動きを切り出して述べることは可能であろう。このように、系全体の支配

方程式が不明の場合でも構成要素聞の関係はある程度記述できる場合が多い。そこでそれらのル

ールをすべて書き出し、それらに従ってコンピューター内に粒子として発生させた人を動かして

みるとどうなるだろうか、というのが本研究でのシミュレーションである。

本研究では、このシミュレーションを大学の学生食堂に用いることで建築計画の平面プランニ

ング、の評価にマルチエージェントシミュレーションを利用することの有効性を示すことを目的と

する。
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第1章序文

また、 1-1で述べた背景から、本研究では、大学キャンパスのコモンスペースに着目し、学生の

利用するコモンスペースの在り方について言及するとともに、「複雑系Jという概念からも検証を行い、

今後の計画と運営の指針を得ることを目的とする。

1-3 研究方法

本研究では、まず「複雑系jについての解説を行うことで、「複雑系」とその中のマルチエージ

ェントシステムの位置づけ、およびそれを用いた建築計画における既往研究を調べる。

マルチエージェントシミュレーションを用いるためには、その事象に応じたプログラムを組む

必要がある。その為、研究を行う場合、まずはシミュレーションを行う事前にマルチエージェン

トシミュレーションを利用したい事象に関して観察調査等を行い、その観察調査をもとにシミュ

レーションプログラムを作成する。

本研究の場合、事前に大学の学生食堂の観察調査を行い、その結果から得られた特徴などから

シミュレーションプログラムを作成する。作成したプログラムを実際にマルチエ}ジェントシミ

ュレーションにかけ、それから得られた結果と実際に観察調査で得られた結果を比較し、シミュ

レーションの妥当性を判断する。

1-4 論文構成

本論文は全5章から構成されており、論文構成は以下の通りである。

第1章では、序文として、研究背景、研究目的、研究方法、本論の構成、用語の解説、既

往研究等について記述している。

第2章では、「複雑系」の概念について述べ、また、建築計画におけるシミュレーション

を用いた既往研究についても記述している。

第3章では、三重大学の学生食堂に関する考察左して、三重大学の第一食堂及び第二食堂

で、行った調査をもとに分析を行い、さらにシミュレーションを用い、考察を行っている。

第4章では、三重大学の外部コモンスペースに関する考察として、第一食堂回りの外部コ

モンスベ}スで行った調査をもとに分析を行い、また他大学の外部コモンスペースとの比較

も行い、考察を行っている。

第5章では、第 1章~第4章までの結論をまとめ、全体の総括としている。

以下に研究フローを示す。
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第1章序文

第1章
序文

第2章
「複雑系jについて

第3章
三重大学の

学生食堂に関する考察

第4章
三重大学の

外部コモンスペースに関する考察

第5章
総括

図1-4 研究フロー

1-5 用語解説

ファシリティマネジメント

企業、団体等が組織活動のために施設とその環境を総合的に企画、管理、活用する経営活動。

重雄丞

キヤスティ(JohnL. Casti)が提案した「複雑系」の定義とは以下である。

①モデルを構成している要素(エージェント)の数は中程度。

②エージェントは知性を持っている。

③各エージェントは局所的な情報にもとづき相互作用する。

シミュレーション

シミュレーションという言葉は、ラテン語の simulo(まねる)からきており、フォン・ノイマン

が放射線物質の隠蔽に関する研究論文で使い始めたとされる。本論で扱うシミュレーションとは

系全体の支配方程式が不明の場合でも構成要素聞の関係はある程度記述できる場合が多い。そこ

で、それらのルールをすべて書き出し、それらにしたがってコンビューター内に粒子として発生

させた人を動かしてみるとどうなるだろうか というのが本研究でのシミュレーションである。

6 
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第1章序文

マルチエージェントシステム

自律した個々の主体が相互に依存しあうシステムのこと。エージェント(agent)と環境

(environment)とからなる。エージェントは複雑系を構成する要素である自捧した行動主体のモデ

ルであり、環境は行動主体が知覚Lたり、行動をなしたりすることによって影響を与える対象の

モデルである。あるエージェントは他のエージェントにとっての環境の一部であり、知覚や行動

の対象になる。

アフオーダンス

ギブソン(J.J.Gibson、1904"-'1979)は、その著書『生態学的視覚論』の中で、「環境のアフオー

ダンスとは、環境が動物に提供するもの、良いものであれ悪いものであれ、用意したり備えたり

するものであるj と述べている。彼が、環境と知覚との相互依存的な関係を説明する手段として

造ったこの言葉は、アフォード(afl'ord)という動調(提供する、可能にするの意)がもとになってい

る。アフオーダンスという名調は辞書にはなく、彼の造語である。

1-6 既往研究

・居場所の研究

・小松尚、柳揮忠、加藤彰一、谷口元

病院待合座席配置の利用者に対する有効性に関する研究

日本建築学会計画系論文報告集、第449号、 1993

・小松尚、岩岡弘文、加藤彰一、谷口元

移転改築前後の環境認識比較による居場所としての病院外来待合に関する研究

日本建築学会計画系論文集、第513号、 1998

以上は、座席配置に関する居場所の研究を含めた研究である。病院でのコモンスペースの居方

などについて報告されている。

-規模及び外部空間について

-竹下純治、谷口元、名執潔、恒川和久

文部省面積基準と国立大学施設規模の実状に関する考察:国立大学キャンパスの施設計画に関

する研究

日本建築学会計画系論文集、第 527号、 2000

・宮本文人、谷口汎邦

大学キャンパスの建築外部空間における意味次元とその安定性について:大学キャンパスにお

ける建築外部空間の構成計画に関する研究その 1

日本建築学会計画系論文報告集、第348号、 1985

三重大学大学院 工学研究科

7 



第1章序文

-宮本文人、谷口汎邦、鈴木重則

大学キャンパスの囲み空間における物的属性と視覚的意味に関する研究

日本建築学会計画系論文集、第466号、 1994

-施設管理について

・棲木邦浩、藍津宏、菅原麻衣子

国立大学におけるキャンパス内建物の空間構成と使われ方からみた施設管理に関する研究

日本建築学会計画系論文集、第593号、 2005

-矢津知英、後藤春彦、李彰浩

大学施設の学外展開の課題と今後の大学まちの整備に関する研究:早稲田大学西早稲田キャン

パス周辺地域の大学施設を事例として

日本建築学会計画系論文集、第574号、 2003

以上は、大学に関する研究であるが、どれもコモンスペースの質について述べている研究はな

く、学生の居場所の研究が必要であると思われる。

8 
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第2章 「複雑系」について

2-1 はじめに

「複雑系j という概念が誕生してから随分と経つが、その概念を建築の分野で用いた学術的な

考察はまだまだ浸透していないように思われる。本章では「複雑系」という概念を解説し、建築

の分野において、どのように扱われていく可能性があるのかを考察していく。

2 -2 r複雑系Jとは
キヤスティ(JohnL. Casti)が提案した「複雑系」の定義とは以下である。

①モデ、ノレを構成している要素(エージェント)の数は中程度。

つまり、多くもなく、少なくもない。中程度。

②エージェントは知性を持っている。

つまり、エージェントは知的行動をとる。

③各エージェントは局所的な情報にもとづき相互作用する。

つまり、エージェントは完全な情報を知って意思決定しているのではなく、限られた情報にもと

づいてしか、意思決定ができないというところがポイントである。

一般的に、 I複雑系」は、次のような性質をもっ「システム」と考えられる。

・非決定性(non-determinism)

.非従11慎性(non廿actab坦ity)

.分散性(distributivity)

・自己組織化(self-organization)

.倉Jj発(emergence)

「非決定性Jとは、「システムjの振る舞いが決定的ではないという性質である。これは、未来

の「システムjの動きが、過去の情報からは一意に定まらないことを意味している。したがって、

f微分方程式Jや「線形方程式」で「複雑系Jのモデルを構築することは、不可能である。すな

わち、「複雑系j は「非線形システムJ(non -linear system)の例であると考えられる。

「非従11慣性」とは、「複雑系」の個々の構成要素を把握していたとしても全体の振る舞いを完全

に把握することができないという性質である。すなわち、全体の機能は、構成要素の機能からは

記述することができない。

従来の「システム」ではその機能はその構成要素から記述可能であったが、「複雑系」は必ずし

ρ もそうではない。また、「複雑系jの「振る舞い」が予測不能になる可能性もあることを意味して

いる。

「分散性Jとは、「複雑系jにおける情報と表現が分散的だということである。ある意味で、「分

10 
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第2章 「複雑系j について

散性j は「複雑性jを如実に示している。また、この性質は、「コネクショニスト・システムJな

どの「分散システム」と類似する。よって、「複雑系」のすべての機能は局所化できない、という

ことになる。

「自己組織化Jとは、「複雑系jが自律的に外部からの制御なしに組織や構造などを生成する性

質である。自明であるが、例えば、生物は「自己組織化Jの顕著な例である。すなわち、生物は

fDNAJから新しい「組織」を作り出している。しかし、「人工システム」においては「自己組

織化Jは重要な課題であり、「セルオートマトン」などが手法として用いられている。

「創発」とは、複雑性の階層を特徴づけ、ある階層が別の階層に還元不能であるという性質で

ある。したがって、「複雑系」では複雑な構成要素は必ずしも単純な構成要素に還元することはで

きず、また、個々の構成要素から全体を形式化することはできない。 f人工システム」では、「創

発」は「ニューラル・ネットワーク」や「遺伝的アルゴリズム」をベースとする「システムjで

見られる。

以上が「複雑系jの基本的な考え方であるが、「複雑系」の対象が「自然システム」および「人

工システムJに及び、また、さまざまな分野に多様に出現するために単純に「複雑系」を定義す

ることは不可能と考えられる。

2-3 複雑系に関係する概念

2-3-1 フラクタノレ

「フラクタノレJ(fractal)は、フランスの数学者マンデルブローが 1975年に提唱した、自己相似

性をもっ幾何学的概念である。実際、自然界には海岸線や樹木などは「フラクタノレJと解釈する

ことができる。「フラクタル図形Jを数学的に展開した幾何学は、「フラクタノレ幾何学」と言われ

る。現在、「フラクタル」としては、「コツホ曲線Jfマンデルプロー集合Jrジュリア集合」など

が知られている。

フラクタノレ図形

多くの自然界の物理システムや人間の器官などは、通常のユークリッド幾何学では記述できな

い形状をもっている。例えば、海岸線の形状は複雑であるが、これを拡大すると閉じように複雑

な形状をもっていることが知られている。

このように、どんな部分であっても適当に拡大したとき、もとの図形とまったく同じ図形が現

れる「自己相似性」をもっ図形をいう。

例:山、樹木、血管、腸などの形状

11 
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第2章 f複雑系jについて

図2-3-1 マンデルブ、ロー集合

国2-3-2 シノレピンスキー・ガスケット〈左)、コッホ曲線(右)

株価の変動に見られるように、フラクタノレの研究は現在でも、経済学をはじめ、様々の応用語

で発展しており、ここで述べた内容は限られている。
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第2章 「複雑系Jについて

2-3-2 カオス

「カオスJ(chaos)とは、「混沌」を意味するが、科学的には力学系において決定論的なノレール

に従って発生しているが、確率論的には不規則に解釈される現象である。

簡単なルールで、ありながら、それにも関わらず予想できないほど複雑な振る舞いをするもの。

「カオスJは、自然科学だけではなく、社会科学の多くの現象に見られる。従来、多くの科学

的現象のモデ、ノレ化には、「線形方程式Jが有効であると考えられてきた。しかし、「カオス」をモ

デル化するには、より複雑な「非線形方程式jによるモデル化が必要になる。

「カオスjの研究の歴史はそう長くはないが、予測不能、かつ、複雑な現象を扱う体系として、

現在では認知されている。そして、「カオス理論」は言うまでもなく「複雑系Jの重要な理論の一

つである。

「カオス」の主要な特徴は、以下のように考えられる。

(1)初期条件のわずかな違いが、将来、結果に大きな差をもたらす。

包)長期的な結果の予測が不可能である。

(3)周期性をもたない。

(4)非線形性をもっ。

(5)リアプノフ指数が fOJより大きい。

(6)自己相似性をもっ。

2-3-3 セルオートマトン

セルオートマトンは、自己増殖を行う離散計算モデルの一つで、フォンノイマンとウラムによ

り、 1940年代に提案された。

セノレオートマトン(cellularautomaton)の fセノレラ(cellular)Jは「細胞状の」とし、う意味で、「オ

ートマトン(automaton)Jは「自動機械Jというような意味である。

セルオートマトンとは、簡単なルーノレに従って時間とともに機械的に発展する細胞状の要素の

集まりのことである。セノレオートマトンの時開発展するルールはごく単純であるのに、挙動がフ

ラクタノレやカオスのようになる。

(セノレオートマトンは、無限に広がる格子状の「セノレJから構成され、各セノレは有限の内部状態

をもっている。「セノレJの内部状態は、時間の経過とともに、ある規則によって変化する。

なお、変化は、該当する「セノレ」自体と、その近傍の「セル」によって決定される。このよう

に記述される変化は、「自己増殖」の一種と考えられる。)

セルオートマトンは次のように分類される。

. 1次元セルオートマトン

• 2次元セルオートマトン

三重大学大学院 工学研究科

13 



-可逆型セノレオートマトン

.総和型セノレオートマトン

第2章 「複雑系Jについて

図2-3-3 セノレオートマトンの色々な例

カオスの縁

秩序とカオスの境界に位置し、柔軟な組織を維持するために重要な領域であると考えられてい

る。もっとも複雑な振る舞いを示すモデルをとらえている。

ここで、セノレオートマトンが先に述べた「複雑系」の3つの条件を満たすかどうか考えてみる

と、

①モデルを構成している要素(エ}ジェント)の数は中程度。→ム

セノレオートマトンの場合、エージェントはセノレであり、セノレの数が少なすぎでは複雑な振る舞

いは望めない。中程度以上であれば、捜雑な振る舞いもする。

②エージェントは知性を持っている。→×

セノレオートマトンは、いつでもどこでも同じルーノレに従うので、次のステップを決めるのに知

的な意思決定をしているとは言えない。

③各エージェントは局所的な情報にもとづき相互作用する。→O

セルオートマトンの場合、局所的な情報というのは、各セルが次の状態を決めるのに、自分の

憐のセルの状態、あるいはその隣というように、限られた情報しか使わないことに対応している。

14 
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第2章 「複雑系jについて

上記のように、セルオートマトンが3つの条件を必ずしも満たしている訳ではないが、その

一歩手前の近似モデ、ルとして考えることができる。

フラクタル
・自己相似性

・コッホ曲線

-シルピンスキー・ガスケット
.フラクタル次元の計算

-ランタムな図形への怒張
・ベキ分布

-時間軸上のフラクタ)(.，

"1/fノイズ

カオス
・線形写像

・非緯形写像

-初期値依存性

・ロジスティック写像

ーゆ|却しオートマトン'..'複雑系|

図2-3-4 複雑系の概略図

2-4 マルチエージェントシステム

マノレチエージェントシステム(MAS)とは、自律した個々の主体が相互に依存しあうシステムで

ある。複雑系のメカニズムを解明するためのモデルのーっとして注目されている。

マルチエージェントシステムはエージェント(agent)と環境(environment)とからなる。エージ

ェントは複雑系を構成する要素である自律した行動主体のモデ、ノレである。環境は行動主体が知覚

したり、行動をなしたりすることによって影響を与える対象(例えば、社会環境や自然環掛のモデ

ノレである。エージェントは環境を知覚し、知覚した状況に基づいて意思決定を行い、行動をなす。

あるエージェントは他のエージェントにとって環境の一部であり、知覚や行動の対象となる。環

境はエージェントの行動によってだけではなく、それ自体が持つメカニズムによって変化する。

マルチエージェントシステムの振る舞いはエージェントと環境との相互作用によって定まる。

エージェントの行動によって環境が変化し、環境の変化によってエージェントが知覚することが

変化する。新たに知覚した環境の状態は更なる行動を引き起こす。エージェント聞の相互作用に

はこつのパターンがある。一つは、情報交換のようにエージェントとエージェントとの聞の直接

的な行動による相互作用である。システム全体から見ると、一つ一つは局所的な相互作用である。

もう一つは、環境を介する相互作用である。エージェントの行動によって現れる大域的な環境の

状態や変化が個々のエージェントの行動に影響を与えるという相互作用である。これらの相互作

用が系全体の予想外の(思いがけない)振る舞いとして現れるとき、しばしば、創発(emergence)が

起きたといわれる。

エージェントの行動は 2種類に大別される。環境の状態や変化に対して反射的になす行動と目

15 
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第2章 I複雑系Jについて

的を果たすようになす有目的的な行動である。反射的な行動は rIF<環境や状態の変化)THEN 

〈行動)J という形式の行動ノレールによって記述可能である。有目的的な行動には計画(ある状況

から目的を果たせる状況に至る一連の行動の熟慮)を伴うが、有目的的な振る舞いをなす行動ノレー

ルをあらかじめ与えたり、環境や目的に適合する行動ルールを獲得する学習メカニズムを与えた

りすることによって、有目的的な行動が表現される。エージェントは有目的的な行動をなすこと

によって、知的であるといわれ、環境や目的に合う行動を学習することで適応的であるといわれ

る。

一人一人の人聞を個々のエージェントとして、直感的にモデノレ化することが容易なので、マノレ

チエージェントシステムは杜会システムや群集の振る舞いの研究にしばしば用いられる。

2-5 マルチエージェントシミュレーション

マルチエージエントシステム仏![AS)では、エージェントシミュレーションを実行するに当たっ

て、モデ、ルを表現・記述する形式として、セルオートマトンを拡張したシステム表現を用いるも

のである。

セルオートマトンとは、

①世界をセノレ(cell)と呼ぶマス目の集まりとして表現し、セルの状態の集まりをもって世界状態と

みなすとともに、

②「あるセル(自他を含む)周囲の状態がAのとき、そのセルの状態をBに変更するJと記された

推移ルールを用意しておき、

③計算の際には、各期、すべてのセノレに対して同時にこの推移ノレールを適用することによって、

次期の世界状態を算出する。そして、この③の繰り返しによって、シミュレーションを行うもの

である。

ここで、のエージェントの行動ルールとは、ミクロ動因にあたる。そして、これらの行動ノレーノレ

を適用するエージェント同士の相互行為の結果として、世界状態が変化する。ここで、個々のエ

ージェントの動作をミクロ行為、あるパターンを有する世界状態をマクロ現象とする。すると、

このシミュレーションは、ミクロ行為の集積から着目しているマクロ現象が生じるか否かを導く

ことができる。

2-6 マルチエージェントを用いた既往研究

ここでは、マルチエージェントを用いた既往研究の中から分類が建築計画になっているものの

中からいくつかを取り上げ、その論文におけるマルチエージェントシステムの位置づけ、エージ

ェントの設定、ノレールの設定などについて考察していく。

1. 自律的な大学組織の相制関係に基づいた施設配置計画法/岩田伸一郎、宗本順三
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第2章 「複雑系」について

この研究では、大学キャンパスを様々な単位空間の集合と捉え、「配置プランを構成する単位空

間がお互いの条件を満たそうと制御しあう関係」をモデル化することで、個別の計画条件や計画

者の目標に応じて全体と部分の機能的な調和のとれた配置プランを導く計画法を考えている。

特徴としては、他のマルチエージェントシステムを用いた研究ではエージェントは人であるこ

とが多いが、この研究においては、単位空間である。エージェントの行動/レールは、計画の目的

にかかわらず、エージェントが満たさなければならない共通配置ルールと目的ごとに独自に設定

される個別配置ルールに分けられる。エージェントごとに、 1ステップごとに共通ルールと個別

/レールを満たしているかどうかを判定し、もしすべての条件を満たせば安定した状態となり、条

件をひとつでも満たさない場合には、周囲のエージェントの状態に応じて移動する。

2.津波からの避難シミュレーションへのマルチエージェントシステムの適用

この研究では海岸地域に住む人々が安全な高台に非難するという非難行動を考えている。住民

をエージェントとして定義し、より高所への移動をするための経路選択のルールを設定する。避

難経路である道路網はノード・リンク(ネットワーク)モデ、ルで表現される。本モデ、ルで、は、ノ

ードやリンクにさまざまな情報を持たせるために、ノードもエージェントとして定義される。

住民エージェントは、ノードとリンクにより形成される道路ネットワ]ク上を移動する。各自

の非難開始時間になると住民エージェントは非難をはじめ、高台に到着した時点で非難完了とな

る。特徴としては、環境エージェント自体が独自の情報を持ち、その情報を住民エージェントが

読み取って自分の行動を決定していく点であると考えられる。

3.災害時における住民による救助活動シミュレーションに関する研究一災害時の人命救助シス

テムの構築に関する研究(その 3)→古屋貴司、吉田聡、佐土原聡

地震発生時に重要なのが迅速な人命救助であり、特に建物倒壊によって閉じ込められた人々の

住民による救助活動は必要不可欠である。この研究では、倒壊建物からの人命救助活動を、地震

発生直後を想定したモデル空間で、住民による救助活動に着目したシミュレーションを行うこと

で表現している。

エージェントは救助者と要救助者である。ルールとしては閉じ込められる確率によって救助者、

要救助者に分かれ、救助者は避難を開始。避難途中の視野内に要救助者がいた場合、救助活動参

加確率に従い、救助活動に参加し、それが終了すると、再び避難を開始する。

4.マノレチエージェントシミュレーションを利用した医療施設配置の評価一苫小牧市を事例とし

て一/池崎雅樹、鏡味洋史
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震災直後の負傷者による災害時の医療施設の選択は多くの場合、至近の施設を選択するという

ことになる。そのため、特定の医療機関に負傷者が集中したり、設備を有しながら利用されない、

といった問題が生じることになる。そのような問題解決のための現状の医療施設の配置計画の評

価をMASを用いて行う研究である。

エージェントは全負傷者(398人)と医療施設(12病院)とし、負傷者は至近医療施設を利用するが、

施設が満床になると次の至近医療施設に向かう。負傷者全員が医療施設に収容されるか、同一地

域内の全ての医療施設が満床になるとシミュレート終了となる。

18 
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第3章三重大学の学生食堂に関する考察

3 --1 はじめに

本市では、 1重大学の学生食堂iこ関する考察を行う。調査対象として、 1重大学の第・食堂、

第二食堂の2つの食堂を選定した。

3 ，2 三重大学の概要 炎3 2-1 大学概要(2010年5月 1日現住}

ニ三重県唯・の悶立大学である三重大学は、 1949年

に設置され、 2004年4月1日から f国立大学法人三

重大学j としてスタートしました。現在、 5学部6研

究科のほか、附属凶書館、学内共同教育研究施設、附

属病院、附属学校等がある。

教職員は約 1，700人、学生款は約7，500人(うち外

国人留学生約220人)です。(平成22年5月 1日現在)

キャンパス内の建物は学部ごとにいくつかに分額

されている。キャンパス中央付近にランドマーク的存

在である講堂が位置している。また、 1I付属病院がある

為、学生以外にも様々な年代の人が訪れる。

第'h堂

図3-2-2 三重大学キャンパスマップ

第二食堂• 

大学名

学校種別

設置E

所在t@!

学部

a蘭積

生徒数

教員数

， r人?人 lP.It r‘1 .q: it. .f 

三重大学

箆立

1949年

三霊祭津市粟裏町屋町

人文学部、教育学郎、医学齢、工学館、生

物資源学部

約53万ni

学部6167入、大学院12似、制純6人|

755人
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第3章三重大学の学生食堂に関する考察

3 -3 研究土f法

3 3 司 1 調査対象植設の概要

①第一食堂(536，14m2) 

第一食堂には、合計358の皮席があり、そのうち223の原腐を調査対象とした。

まず、観察調査の結果から食堂を 5つのこEリアに分けたr各エリアの特撮は以下の通りである

エリアA

4脚のイスとテーブルがセットになっているエリア。窓際であるが、 }jが号きになっているの

が特徴であるc キヤンシュカウンターやエントランスから最も遠いヱリアであるが、テーブルセ

ットが作る大きな島があり、グループでの利用が考えられるε

エリアB

エリアAとほとんど変わりはないが、エリアが動線で挟‘まれているのが特徴であるM エリアA

よりもキヤツ、ンュカウンターやヱントランスに近く、開放的なヱリア。エリアAとの比較を行う

ために設けた。

エリアC

この図からは分かりにくいが、カウンター型の-人掛けのエリアになっている。キャッシュカ

ウンターや食器返却口、エントランスから近い。

エリアD

4脚のイスとテーブルのテーブルセットが基本のレイアウトだが、それぞれのテープ、ルごとに

パーティションで区切ってあるため、他のエリアよりプライパシーが保たれているのが特徴であ

る。

エリアE

6脚のイスとテープ"11-によるテーブルセットが基本のレイアウト。窓に近く、多少人数の多い

グループでも利用することがIlJ能なエリア。

以下に第一食堂の平面凶と 5つのエリアを凶に示す。

図 3-3-1 エリアA 図3-3-2 エリアB
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関3-3-3 エリアC

図 3-3-5 エリアE
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図3-3 4 エリアD

iι受け取り ，4
4ト

(似f~ i↓ 

エントランスA

図3-3-6 第一食堂
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②第二食常(416.-12nf) 

第て食堂l士、合計324の座席があり、そのうち 249の座席を調査対象とした。

まず、観察調査の結果から食堂を4つのエリアに分けた。各エリアの特徴は以下の通りであるc

エリアA

4脚のイスとテーブルがセットになったものが中心のレイアウトになっている。キャッシュカ

ウンターに近く、壁に接している。

エリアβ

4脚のイスとテーブルがセットになったものが中心のレイアウ'トであり、その点はエリアAと

変わらないe 全体のレイアウトは基本的に同じで、いくつかの6脚のイスのテーブルセットにな

っているーエリアBからエリアDまではレイアウトにほとんど変わりがなく、エリアBはー番食

器返却f1に近い。

エリアC

エリアBとほどんど同じレイアウト。エリアBとエリアDに挟まれたエリア。

エリアD

エリアB、エリアCとほとんど同じレイアウトだが、 -)Jが壁になっており、他のエリアと違

って、開放感が少なくなっているのが特徴である。

図3-3-7 エリアA 図3-3-8 エリアお
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図3-3-11 第二食堂

24 
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3-3-2 調査概要

・調査方法

三重大学の昼食時にビデオ設置による行動観察マッピング調査を行った。また、出入り口に調

査員を配置し、時間ごとによる入出広人数の観測もあわせて行った。

・調査日時

・三重大学生協第一食堂 2007年 10月25日(木)

・三重大学生協第二食堂 2∞7年 10月26日(金)
圃集計方法

①ピデオで撮影されたテープルについて、使われた人数・グループ・食事時間・交流・雑談{イン

タラクション)などを集計した。

②食事開始時刻とテープルから離れる時刻はそれぞれ、グループで一番初めに行動を起こした人

を基準とし、食事時間からインタラクションへの移行はグループの半分以上が食事をやめてから

とした。

③2分以下のインタラクションは無視し、食事時間に加えた。

-アンカーテープノレとフリーテーブル

The Impact of Restaurant Table Characteristics on Meal Duration and Spending設の中で、

フルサービスレストランのユーザーはどこに座るかの選択を与えられた場合、建築的な特徴であ

る窓や壁、パーティションなどの近くを好む。それらの建築的な特徴を「アンカーJと呼ぴ、そ

れらに接するテープルを「アンカーテーブルJと呼んでいる。そして、その理由を快適に過ごし

ていると感じる人の周りには、パーソナルスペースが必要であり、アンカーに影響を受けた行動

は心理的に必要としているものであると述べている。

加えて、参考文献1では、場所と単位時間当たりの使用金額、及び滞在時間を調査しており、

このフノレサーピスレストランでは、アンカーテープノレがそうでないテープルに比べ、滞在時間が

長く、アンカーテープ、/レの中でも窓の近くと壁の近くでは、窓の近くのテープ、ノレの滞在時聞が長

いという結果がある。また、キッチンに面しているところや動線に面している場所では滞在時間

が短くなることも言及されている。

注)阻mesS. & Robson S. (2ω4)， The Impact ofR倒taurantTable Characteristics on M申alDuration and 

Spending ， Cornell Hotel and Restaurant Administration Quarterly ， 45(4) ， 333・346， http://cqx.sagepub.comJ 
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三遺大学の学生食堂に関する考察第3章

調査結果3-4 

食堂

第ー食堂には2つのエントランスがあり、出入り口は明確に毘別されておらず、エントランス

入、 β どちらからでも出入りすることができる。しかし、各エントランスの出入場者数を見ると、

第
噌

'a・4qu 

エントランスBを出口として利用する利用者が多いことが分かる。エントランスAを入り口、

時間ごとの利用者数を見てみると、~休み開始直後の 12:00'---12:10 までに利用が集中している。

まだ授業の融通がきかない為、直これは、利用者の多くが共通教育棟を利用する低学年であり、

前まで授業があることが理由として考えられる。

午後の授業が始まる直前の 12:40........12:50に退出する利用者が多いことが分かる。
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次に、時間ごとの各エリアの座席占有率は以下の関 3-4-3のようになる。

全体的に昼休み開始の 12:00から座席占有率が高くなり、終了前の 12准0頃から低下している。

この食堂の利用者がまだ時間的これは、エリアBを除いて、昼休み前の座席占有率は高くなし、。

に余裕がない低学年の学生が多いことが理由として考えられる。低学年は授業を多く履修してい

る為、昼休み直前の授業を受講していることが多いため、混雑する時間を避けて、昼休み前に食
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三重大学の学生食堂に関する考察第3章

常に来ることが難しいためである。

エリアごとに見ていくと、エリアAは、他のエリアに比べて座席占有率が低い結果となった。

ピーク時座席占有率が、昼休み終了度前に低くなるという全体の座席占有率と似たような推移を

見せたe

エリアBは、唯』昼休み前からw.席占有率が高いエリアである。 11:50頃に60%を超えた後、

12:45頃まで高い座席占有率を維持しているも

この食堂全体の鹿席占有率にほぼ 致しており、昼休み開始後に座席占有率が大エリアCは、

きく上昇し、昼休み終了直前に大きく抵下し、以後はほとんど利用されることがないという結果

になった。

エリアDは、昼休み開始と共に利用者が増えるという点は食堂全体の傾向と同じだが、昼休み

が終了しても、それほど座席占有率に変化がないとし寸結果になったd これはこのエリアが〆ー

ティションで区切られており、プライパシーが保たれているとしづ特徴から利用が比較的長時間

になるのではないかと考えられるe

エリアEは、エリアDと同じような結果となった。 こちらのエリアはパーティションで区.切ら

れている訳ではないので、単純に周辺環境の良さが選択される要因であり、長時間利用される要

因であると考えられる。
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三重大学の学生食堂に関する考察第3章

第二食堂3-4-2 

エントランスBは

これエントランスBを入り nとして利用する利用者もいる。

エントランスAは入η口であり、

山口としての機能が強い。

は先によントランスBから入って、座席を確保しておいてから、

第:食堂には2つのヱントランスがあり、

しかし、

ヱントランスAから入る利用主

エントランスBから入って、パンなどを買って出ていく利用者やエントランスAの混雑を避け、

がし、る為である。

時間ごとの利用者を見てみると、第一食堂と同じように昼休み開始直後の 12:00---12:20までが

昼休み前や昼休みが終わるi宣言Ijにも利用者がし、ることが分かる。 これは第最も利用者が多いが、

一食堂に比べ、利用者の中に時間の融通がきく高学年の学生が多いことが理由として考えられる。

ー食堂と同様に、午後の授業が始まる直前の 12:40""12:50に退出する利用者が多いことが分第

かる。

以下に、各エントランスの出入場者数をぷす。
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三重大学の学生食堂に関する考察第3章

次に、時間ごとの各エリアの座席占有率は以下の図 3-4-5のようになる。

食堂の座席占有率のピークが昼休み中であるのは、第一食堂と変わらないが、第一食堂で見ら

れるようなピーク後の急激な座席占有率の低ドは見られず、緩やかな低下が見られるc このこと

は第二食堂の利用者が大学院生や学部3.......4年生が中心で、授業時間に余硲があり、ピーク時を避

けて、食事をすることができる学生が多いことが理由として考えられるn

エリアごとに見ていくと、エリアAは他のエリアと違い窓際になく、 -}jは壁に面しており、

開放感は無いが、その分食事をするというプライベートな行為に向いていると認識され、他のエ

リアと比パて座席占有平.が高い結果となっている。

エリアBの座席占有率は、調査開始から大きな変化がなく、昼休みが終了すると緩やかに低下

この食堂全体の座席占有率とほとんど同じ結果となったc

エリアCは、ピーク時に座席占有率が大きく上昇し、ピークが過ぎると低下し、その後は30........ 

これは、している。

40%で落ち着くという結果となっている。ピーク時にならないとあまり選択されないエリアであ

ると言えるが、それでもエリアDと違い、ピーク時以外の占有率も低くはないc エリアBと同じ

く主要動線に挟まれている為、選択されやすいとも考えられる。

エリアDは、ピーク時に利用され、ピークが過ぎると大きく座席占有率が低下するとし、う特徴

が見て取れる。他のエリアでは見ることができない傾向である。

三軍大学生協第2j生堂
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第3章三重大学の学生食堂に関する考察

3-5 マルチエ}ジェントシミュレーションを用いた考察

調査結果を元にシミュレーションモデルの作成を行った。基本的な食堂利用のフレームは、以

下の食堂利用シークエンスに従うものとした。

①食事メニュー選択

②食券の購入

③食事の受け取り

④座席(選択)移動

⑤食事

@食器返却

-エージェントの移動については、予め経路を設定しておき、経路上の点ごとに目的地までの距

離が最短となるリンクをたどって、移動するものとした。

・座席(選択)移動については、座席の選択に関係する要因を調査結果から抽出した。

A.食事受け取り場所、食器返却場所からの距離

B.窓からの距離

C.テレビからの距離(テレビが見える座席か)

D.他グループの利用者との距離

座席の選択においては、それぞれのテーブルについて、正規化を行なったA""'Dの重み付け和を

評価値として、値が最大となるテープルを候補として選択するものとした(A，..__Cについては逆数

を正規化)。

時間、グループの人数によって座席選択の状況が変わる為、 12:30まではA、Cを、 12:30以降で

人数の多いグループの場合には、 Bを重視するものとした。

グ、ノレープで一番初めに座席を選択した利用者の周りにグループのメンバーが座るアルゴリズムと

した。また、 MASにおいては、他のエージェントも同じルールで行動している為、閉じ座席を

目指して複数のエージェントが同時に移動するという状況が発生する。その為、目指しているテ

ープノレに他の利用者が座っていないかをチェックするルールを設け、すでに座っていれば、再度

テーブルの評価をやり直すアルゴリズムとした。また、 MASにおいては、他のエージェントも

同じノレールで行動している為、同じ座席を目指して複数のエージェントが同時に移動するという

状況が発生する。その為、目指しているテープルに他の利用者が座っていないかをチェックする

ノレールを設け、すでに座っていれば、再度テーブルの評価をやり直すアルゴリズムとした。

3-6 観察調査結果とマルチエージェントシミュレーション結果との比較・分析

3-6-1 第一食堂

食堂全体の座席占有率の結果を見ていくと、観察調査の結果とシミュレーシヲンでの結果に大
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第31言 三重大学の学生食堂に関する考察

きな差異は見られなかった。座席内有率の最大値も調査怖とシミュレーション値に大きな差は見

られなかった。

次に、エリアごとに見ていく。

エリアAのシミュレーショシ{痘は調査結果に比べ、全体的に座席占有率が 10%ほど高い結果と

なった。

エリアBは、調査結果では昼休み前の 12:00までの座席占有率は、すべてのエリアの中で最も

高いエリアであったが、シミュレーション結果では 12:00までは0%という結果になり、やや不整

合な結果となった。

エリアCは、シミュレーション髄がヒーク時に 100%近い値となり、調査植に比べ、非常に高

L、値となっている。その点が不整合と言える。

エリアDは、シミュレーション髄が他のエリアと違って、大きな変化がないのが特徴であるが、

調査髄では変化が大きく、最大値もシミュレーション値が 20%ほど低い結果となった。

エリアEは、シミュレーション値が調査値に比べ、ピーク時とそれ以外の時間の座席占有率の

差が少ない結果となっている。
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エリアごとの廃席占有率の変化を見てし、く。
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第3章 三重大学の学生食堂に関する考察

エリアAは、シミュレーション植は調査怖と違い、シミュレーション開始直後から大きな変化が

なく、 30"-40%で安定している。時間iごとの推移でもi調査髄と比べて低くなっており、調査値か

ら大きく外れた結果となっている。

エリアBは‘シミュレーション値はピーク時がはっきりしており、 11:50---12:20まで70%以上

、の高い座席占有率となっており、その後、 50"-'60%前後で安定している結果となった。前半のピ

ーク時における変化は、あまり座席占有平に変化のなかった調査値と比パて、大きく異なってい

るように見えるが、調査値は調査開始時点ですでに座席が使用されており、その点を考慮すれば、

それほど違いはないと考えることもできる。

エリアCのシミュレーション結果は、エリアAのシミュレーション結果と同じような変化をす

る結果となったc

エリアDのシミュレーション値は、ピーク時になると 90%以上の座席占有半となり、その後、

12:40まで80%を超える結果となった，この結果は、調査値を大きく上回っているz 調査では、

エリアA、エリアCを選んだ利用者がシミュレーションでは、エリアDを選んだ結果であると読

み取ることもできるが、全体から見ても、この座席占有率は少々高すぎると考えられる。
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第3章三重大学の学生食堂に関する考察

3-7 まとめ

本章では、観察調査をもとにして、学生食堂の座席占有率に着目し、シミュレーションプログ

ラムを組み、そのプログラムの妥当性について考察してきた。

プログラムの妥当性については、観察調査の結果をもとにプログラムを作成しているが、それ

が妥当であると考えられる部分と妥当であるとは言い難い部分ができている。

エージェント自体のプログラムのルール、つまり本研究においてはメニューの選択や食事にか

ける時間などのエージェント自身が行動するためのルールは妥当であると言えるが、座席選択に

おけるノレールについては修正する必要があると考えられる。

また、今後は、食堂における計画的な考察のみではなく、混雑を解摘する方法などの運営的考

察も行っていきたいと考えております。
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第4章

三重大学の外部コモンスペースに関する考察
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第4章 三重大学の外部コモンスペースに関する考察

4-1 はじめに

本章では、大学キャンパスの外部コモンスペースに関する考察を行う。三重大学を中心事例と

して扱い、東海地区における他の大学キャンパスを比較対象として、外部コモンスペースの分析・

考察を行う。また、三重大学の第一食堂回りの外部コモンスペースにおいて、マッピング調査を

行い、その結果を用い、分析・考察を行う。

4 -2 三重大学の外部コモンスペースについて

竺重大学は、最寄り駅である近鉄江戸橋駅かち徒歩で約 15分のところにあり、また、広大なキ

ャンパスであるため、自転車利用学生が非常に多く、キャンパス内には無数に自転車が駐輔され

ている。しかし、駐輪所の整備があまり行われておらず、キャンパス内の景観を乱しているp そ

れらの整備をすることが外部コモンスペースの充実のための第一歩だと考えられるb

また、芝生広場が多く点:直するが、手入れが行き届いておらず、芝生に直接壊を下ろす人がい

ないのが現状である2 手入れの行き届いた芝生広場の実現が、外部コモンスペースの充実につな

がると考えられる。

また、広大なキャンパスであり、附属病院もあるため、学生以外にも様々な年代の人が訪れる

にもかかわらず、案内標識・案内看板などが非常に少なく、ウェイファインディングの観点から

見ると、わかりにくさを感じるキャンパスである。

コモンスペースA
コモンスペース8

図4-2-1 三重大学キャンパスマップ〈再掲)
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第4章 三重大学の外部コモンスペースに関する考察

置樹木の滞在者への影響

τ三重大学には、中心となるコモンスベースが 2つあり、ここでは、それらのコモンスペースを

コモンスペース A、Bと定義する。

っそンスペース。Aは、近くに食堂があり、また机、ベンチなどが多く配置されており、飲食を

したり、休憩したり、談笑したりする着座滞干王者が多く見られた。コモンスベース Bも同様に近

くに食堂、コンビニエンスストア 講堂があり 配寵された机、ベンチを利用しての飲食による

着座滞在者が非常に多く見られた。

どちらのコモンスペースにも樹木などの自然を感じられるものが多く存在十るが、ヰ月の観察

調査では、後者のコモンスペースには桜の木があり、前者よりもより多くの着座滞子王者を見るこ

とができた。

このように桜、紅葉など日本特有の凶季を感じられる樹木をコモンスペース尉辺に配置するこ

とは、より多くの滞在行動が生まれる為、効果的であると考えられる。

国4-2-2 コモンスペースA 開423コモンスペ、・ス B

4-3 三重大学と他の大学との外部コモンスペースの比較・分析

ここでは、東梅地区における他の大学キャンパスと三重大学との外部コモンスペースの比較・

分析を行う。比較対象として、以下の3大学を選定したc

(事例 1) 名古屋商科大学日進キャンパス

(事例2) 愛知工業大学八草キャンパス

(事例 3) 南山大学名古屋キャンパス

三重大学を含めた、 4大学の建築外部空間の比較、分析を行う。また、目視と写真撮影による

観察調査によって、大学キャンパスの外部コモンスペースにおいて見られる学生の滞在行動につ

いて、場面抽出を行う。
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第4章 三重大学の外部コモンスペースに関する考察

4-3-1 名111扉商科大学日進キャンパス(事例 1)

表4-3-1 λ学概要(2009年5月1日夜夜}

大学名 名古獲衝科大学

学校積男IJ 私立

設置 1953年

所在地 愛知集回途市米野木町

経済学部、経営学部、商学錦、

学部
コミュ二ケーション学節

総面積 約60万rri

生徒数 学部3711入、大学院325人

国 4-3-2 ミレユアムゲート(正門}

国 4-3-3 名古巌商科大学日進キャンハスマップ

1953年に関学した名古屋南科大学の広大なキャンパスは起伏に富んだ丘陵に位置し、南になだ

らかに傾斜したパノラマ的視界が開かれています。建物が配置されるゾーンはキャンパスの西側

に当たり、西側に連なる丘陵と東側に連なる丘陵が大きく南に領斜している。中央部は南北に長

い谷間を形成していて、その南側にはこつの池が豊かな水をたたえている。

竹中工務官の設計により計画されたキャンパスは、自然ゾーン、スポーツゾーン、交歓ゾーン、

広場ゾーン、教育ゾーンの5つに大きく分類される。

また、キャンパスの外部空間には池があり、高い親水性を有している。このようなキャンパス

内の親水空間が学生、教職員にとっての憩いの場となっている。

37 

人γ 人，0 '，~ r 'f' fr，f ;: q 



第4章三重大学の外部コモンスペースに関する考察

また、同じ敷地内:こ光陵女子純期大学がある。

三重大学のキャンパスと同様に、案内標識・案内看板などがあまり設置されておらず、ウ~t:イ

ファインデイングの観点から見ると、分かりにくさを感じるキャンパスである。

開4-3 4 コモンスペース 図4-3-5 学生食堂前

図4-3-4、、図4-3-5からも分かるように名古屋商科大学におけるベンチ・イスは様々な形

態をしており、利用者に多様な使い方をもたらす

図 4-3-6 広場 国4-3ー7 屋外テラス

-囲み空間の滞在者への影響

図4-3-4のコモンスペースは芝生がきれいで、とても気持ち良い空間ではあるが、あまりに

も開けた空間であるため、落ち着き感に欠けると考えられる。しかし、あまりに閉まれた、閉鎖

的な空間というのも快適には感じない。

つまり、人にとっては開けすぎておらず、囲まれすぎてもいない、程よい囲われ感が落ち着き

や快適さを与えると考えられる。

38 

人 F 人?~~" ['!'liIfアil



第4章 三重大学の外部コモンスペースに関する考察

4: 3 2 愛知工業大学八草キャンパス(事例2)

キャンパス全体を支配する a本の強い軸(メインストリート)があり、ほとんど全ての建物が1群

としてまとまっている。

工業大学ということもあり、全学生数に占める男子学生数の;!jIJ合が高丈、そのため外部空間に

滞花する人が他大学に比パ、多い。

表4- 3・ 8 大学概要(2009年5月1日現存)

大学名 愛知工業大学八草キャンパス

学後種別 私立

設置 1959年

R野夜地 愛知県豊鼠市八車町

学西宮 工学旬、綬営学部、情報科学節

総量E積 約65万rrl

生徒数

教験員数 同戸 ¥ゴ
図4-3-9 愛知工業大学

ロ

間4-3-10 愛知工業大学八草キャンパスマップ

このキャンパスは、案内標識・案内看板が至る所に設置されており、またAITプラザというキ
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第4章 三重大学の外部コモンスペースに関する考察

ャンバスのランドマーク的存存.の建物もあり、また、キャンパスの軸(メインストリート)が明確で

あるため、ウェイブァインディングの嶺点から見ると、三重大学よりは分かりやすいキャンパス

空間と言えるc

図4-3-11 AITプラザ 函4-3-12 沈砂池

4-3-3 南山大学名古屋キャンパス(事例3)

南山大学は 1949年に開学した私立大学である。文系・理系の7学部を擁する学際的な総合大

学である。

キャンパスの計画の際に重視されたのは、当時地方都市で、は少なかった打ち放しコンクリート

の施工と、恵まれた敷地環境の可能な限りの維持である。南北に貫通する幹線道路に建物が直角

に配置されている。設計者であるレーモンド建築設計事務所は、 f不均整j と f動的jが建築を含

む臼本古代美術全ての特徴であるとした。本キャンパスでも軸を中心とした均整に頼らず、敷地

の高低起伏がもっ「不均整」が生かされている。

表 4-3-13 大学概要(2010年5月1日現在)

大学名 南山大学

学絞澄男IJ 私立

設置 1949年

所在地 愛知県名iS~童市昭和区

人文学部.外国語学部、経済学

学部 郎、経哲学部、法学郎、総合政

策学部、情報理工学部

総面積 約14万m'

生徒数 学部9532入、大学務210人

凶4-3-14 コモンスペース
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図4-3-15 南山大学名古屋キャンパスマンプ

4-3-4 比較・分析

・親水空間の滞在者への影響

名古屋商科大学日進キャンパスの外部空間には池があり、高い親水件を有してし、るむ(図4-3

-6、関 4-3-7)このようなキャンパス内の親水空間が学舎、教職員にとっての憩いの場となっ

ている。

また、図4-3-6の池周辺が階段状の形態となっているため、段差を利用しての着座滞在を引

き起こさせる。またベンチも配寵されているため、着庫、滞在者が増える。

このように、親水空間、段差、ベンチ、加えて樹木などの滞在行動を契機づけるであろう要素

がし、くつも混在するため、滞在者が非常に多くなると考えられる。

また、愛知工業大学八草キャンパスにも同様に池が存在するが、沈砂池は(ちんさち)と呼ばれ

注)沈砂池:河川iから上水・発電などの用水を引き入れる場合、十砂を佐殿させるため取水口の近くに設ける人工

池。
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第4章三重大学の外部コモンスペースに関する考崇

る池であるため、維持管理があまり行われておらず、前出のものと比べるときれいな親水空間だ

とはとても言えず、親水効果が低く、滞在行動があまり見られなかった。池などの水辺空間には

高いリラックス効果が期待できるだけにとても残念である。大学キャンパス内の親水空間の在り

方について、再考の余地があると考えられる。

また、三重大学には親水空間と呼べる空間が無いので、親水空間を整備することで、外部コモ

ンスペースの充実を図ることができると考えられる。

4-3-5 比較・分析のまとめ

ここでは、滞在行動の観点から大学キャンパスの建築外部空間の分析、比較を行った。その結

果、キャンパスの外部空間は、学生が休息や気分転換をしたり、思索したり、交友関係を深める

には不可欠な場所であり、そのような行為には、ベンチ、階段などの段差、芝生など、容易に腰

を下ろせる場所が必要である。また、樹木、芝生など緑を感じさせるもの、池などの水辺、この

ような自然を感じさせるものの存在は、外部コモンスペースを快適で、魅力的なものに変え、リ

ラックスできる要因となるため、滞在行動を促すことが分かつた。

そして、そのような滞在行動を契機づける要素が 1つ2っと増えれば増えるほど、滞在場所と

して適していることが分かった。

4-4 調査の目的

大学キャンパスでは、機能的に様々な建物が必要とされ、それと同時に、外部空間が生じる。

このような外部空間は、建築を設計した後に残された単なる屋外空間として捉えるのではなく、

積極的にデザインする対象として考えられるべきである。このように、キャンパスの外部空間は

ある意味では最もキャンパスらしさが具現化されている場所の一つであると言える。

また、大学キャンパスにおける学生生活は、講義室や研究室における学業だけではなく、大学

での経験を豊かなものにする他のキャンパス施設(主に外部コモンスペース)においてのアクティ

ピティも含まれる。

よって、キャンパスの外部空間は、学生が休息や気分転換をしたり、思索したり、交友関係を

深めるには不可欠な場所である。そこで、外部空間の利用方法や振る舞いの原因を明らかにする

ことを目指し、キャンパスの外部コモンスペースにおける学生のアクティピティについて研究し

ていく必要がある。

そこで、ここでは大学キャンパスの外部空間の分析を行い、滞在行動に適した外部空間の構成

を明らかにすることを目的とする。また、コモンスペースの現状を調査することにより、計画に

必要な知見を得ることも目的とする。
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第4章 三重大学の外部コモンスペースに関する考察

4 -5 調査対象の概要

4-5-1 調査対象/三重大学共通教育ゾーン外部コモンスペース

共通教育ゾーンとは、共通教育棟(共通 1、2、3、4号館)、第一体育館、 Il付属凶書館、第一食堂

によって閉まれたゾーンである(国4-5-1)。

既往研究では、観察調査及びアンケーート調査により、三重大学の共通教育ゾ~ .ンの利用実態や

学生の居場所に関する研究がされており、主に建物内での学生の利用実態、活場所についての考

察がされている。しかし、共通教育ゾーンでの居場所として、建物内外を切り離して考えるので

はなく、建物内外を含めた学生の為の屑場所作りが重要だk考えられる。そこで、ここでは共通

教育ゾーンの外部コモンスペースに着目し、学生の利用状況や居場所について考察を行う。

今回は、共通教育ゾーンの中でも滞在者が最も多い第一食堂回りの外部コモンスペースを調査

対象とした。以下に調査範囲の平面図を示す。また、調査にあたり、調査範囲を A---Eの5つの

ゾーンに分けた。(図4-5-2)

図4-5-1 共通教育ゾーン
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同

国4-5-2 第一食堂回りの平面図
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第4章 =三重大学の外部コモンスペースに関する考察

-1-5-2 写真で見る調査対象ゾーンの現状

Aゾーン

Aゾーンは、可動式の木製のテーブルとイスのセットが 13セット配置されており、グループで

の飲食等の滞在者が多く見られると考えられる。また、灰皿が2つ設置されている為、喫煙者に

よる滞在も多く見られると予測できる。また、ベンチも設置されている。{図4-5-3、.1-5-4)

凶4-5-3 関4-5--4 

8ゾーン

Bゾーン:土、樹木に閉まれた半円形のベンチ、テーブルとイスのセットが 3セット配置されて

いる。樹木の回りにはレストバーが設置されている。(関4-5-5、4-5-6)

図4-5-5 図 4-5-6

Cゾーン

Cゾーンは、鉄製のテープ‘ルとイスのセットが9セット配置されており、グループでの飲食等

の滞在者が多く見られると考えられる。(図 4-5-7) 
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第4主主 三重大学の外部コモンスペースに関する考察

図 4-5-7

Dゾーン

Dゾーンは、樹木に閉まれた芝生ゾーンにベンチが配置されている。(図 4-5-8)

じさ:]4-5-8

Eゾーン

関4国 5-9 

Eゾーンは、第一食堂の入り口前にあたり、テーブルとイスのセットが 1セット配置されてし

るだけで、その他にファニチャーは設置されていない~ (図 4-5-9)

4-6 調査}j法

調査は、マッピング調査、ビデオカメラによる撮影、写真撮影による滞在行動の場面抽出を行

った。

マッピング調査 15分十休憩・準備5分を 1セット(20分)として、計8セット行なった。

4-6-1 調査日程

調査は8人の調査員によって行われた。

調査討程、調査メンバーは以下の通りである。
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第4章三重大学の外部コモンスペースに関する考察

-調査日:平成 22 年 10 月 29 日(~

-調査時間:11:40......13:20、14:00......15:00

-調査員:三重大学施設マネジメント研究室

中山、 Fahed、北津、小塚、古)11、竹原、原、馬込以上8名

※三重大学の昼休みは 12:00-13:00であり、その時間を含み、その前後の利用者の実態を把握す

るため、前後にマッピング調査を1セットずつ加え、 11准0""13:20という調査時間にしている。

4-6-2 調査の手法

調査には 15分おきのマッピング観察を用いて、ゾーンの利用環境を調査する。

.15分おきマッピング観察

どこで(どのスペ}スで)、誰が、何を(内容)しているのかを利用者を対象に 15分おきに記

入する。その結果は数値化・データ化して、定量的に分析する。

4-6-3 マッピングの方法

調査対象ゾーンでのマッピング調査は、マッピングシートに各項目を記録することにより行わ

れる。マッピングシートには対象施設内の基本的なレイアウトが示してあり、調査範囲内のすべ

ての机、イス、ベンチ等の位置や数、サイズ、構成などすべての情報を示している。

マッピング調査は 15分間隔で行われ、問に5分間の準備期間が設けられている。調査期間 15

分間では、マッピング観察が実行され、 5分間の準備期間では、集中過剰によるデータの誤りを

防ぐためのリラックス期間と、次の 15分のための準備期間となる。

マッピング手順は非常に標準化されており、図4-6-1に示すような立位・座位などのシンボ

ノレマーク、T、Eなどの活動内容を表す略語をセットにして、利用者の活動をマッピングしていく。

以下に記入凡例を示す。
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第4章三重大学の外部コモンスペースに関する考察

立位:

度位;

<(t 

? 

T :会話(Talking)
C :携帯電話使用(UsingCellphone) 
E :食(Eating)

D :飲(Drinking)

S :喫煙(Smoking)
※他は随時書き足す

，・・・・“

:男性{膏)t :グループ(緑}
:女性{赤) '.....__ .... 

， 

図4-6-2 調査風足

4-7 調査結果

4 -7 -1 調査結果

調査により、 233人の滞在者のサンプルを得た。

例 1" 圏、、

{0¥ト
¥口n:1

05~12 ¥ んT i 
T+S+D 、ごて四，

国4-6-1 記入凡例

時間毎の滞在者数を見ると、当然のことながら、昼休み(12:00"-13:00)を含む 11:40......13:20の

時間帯の志が 14:00"" 15 :00の時間帯に比べ、滞在者数が多く、また昼休みとそれ以外の時間では

大きく滞在者数に差があることが分かった。(図4-7-2)

ゾーン別に見ると、11:40---13:20、14:00"'__15:00の両時間帯ともAゾーンが最も滞在者が多く、

Dゾーンが最も少なし、(図 4-7-3)0Aゾーンはテーブル・ベンチが多く設置されており、-グルー

プでの利用に適しているが、 Dゾーンは樹木の回りのサークルベンチが主な着座場所となる為、

グループ‘での利用にあまり適していないことが理由として挙げられる。A、Cゾーン共に多くのテ

ーブルとベンチが並べられているが、 A ゾーンのそれらは容易に動かすことが出来、利用者に多

様な使い}jを与える。一方、 Cゾーンのそれらは容易に動かすことが出来ないe また、 Aゾーン

には灰皿があり、喫煙者に好まれるゾーンであると言える。このようにいくつかの滞在行動を契
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第4章三重大学の外部コモンスペースに関する考崇

機づける要素があり、それらの要素が増えれば増えるほど、より滞存場所として好まれるこそが

分かつた。

滞在体位別に見ると、 A"'Dゾーンは立位よりも座位での滞布が多く、 Eゾーンのみ、座位より

も立{立での滞在が多い。この理由としては、 Eゾーンはベンチ等の設置が少ないことが挙げられ

る。

総滞在者数に占める男女の割合は男性63.5%、女性36.5%で、男性が女性を上回った。 B、C

ゾーンでは、女性数が男性数を上回る結果となった。(図 4-7--4) 

図 4-7-1 滞在者数に占める努女比

表 4-7-2 体位別滞在者数(のべ人数)

¥年¥
A 

立位 痩俊 立位

11:40-11・55 1 13 。
12∞-12:15 7 21 13 

12・20-12:35 4 29 8 

12・40・12:55 5 20 2 

13:∞明13・15 。 2 。
体位別合計 17 85 21 

1 合計 102 

14:0か14:15 4 。
14:20-14:35 6 。
14:40-14:55 1 7 

体位別会計 3 17 1 

合計 20 

-男

・女

総数233人

B 

座俊 立位

2 7 

6 3 

16 3 
『

11 。
。 。
35 13 

十一

56 

4 。
2 3 

。 2 

6 5 

7 

C 

64 

5 

総合計 122 63 69 

入 Fへ，

。 E 時間別

度位 立位 康俊 立位 積IH主 滞在者数

4 。 。 6 。 33 

12 3 。 18 。 83 

19 。 3 8 。 88 

15 。 4 7 。 641 

。 2 7 

51 3 8 41 
1 1----、-----ー町、

ートー一一 、---11 42 

。 。 。 2 。 11 

。 。 。 3 。 15 

。 。 。 。 12 

。 。 。 6 。~ 
。 8 ~ 
11 48 313 
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第4章 三重大学の外部コモンスペースに関する考察

A型空雪

8同
置歯

.11 40-13:20 

ロ14:00-15;00

。 20 40 60 80 
滞在人数(人)

100 120 

図 4-7-3 ゾーン別滞在人数(のペ人数)

..-

A 

1 

司・

-努
ロ女

8 

。
λ
l
h
 。
E 

。 20 40 

滞在人数(人)

60 80 

出 4-7-4 ゾーン司IJに見る男女持苦手E人数(のべ人数)

くAゾーン>

A ゾーンは、 5つのゾーンの中で最も滞在者が多く、テーブルやイスを動かしてのグループ$で

の飲食による滞在者が多く見られた。また、灰皿が設置されている為、喫煙による滞在も多く見

られた。(図4--7 5) 

花壇の縁への着座滞在も見られた。(凶4-7-6)

このゾーンにはごみ箱が無い為、ごみ箱の設置により、使いやすさが向上すると考えられる。

最も滞花者が多かった 12:20"-'12:35の時間帯のプロット関を下に示した。(関4-7-7)
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第4章 三重大学の外部コモンスペースに関する考察

図4-7-5

国 4-7-6

e 

図 4-7ー7 A ゾーンプロット図(12:20~12:35) 

<Bゾーン〉

図4-7-8に見られる樹木に囲まれたベンチは一人での滞在者が多く見られた。また、グルー

プでの飲食による滞在者も多く見られた。(関4-7-9)
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第4章三重大学の外部コモンスペースに関する考察

国479図 4-7-8

くCゾーン>

Cゾーンでは、学祭での喫茶j苫の宣伝も兼ねて、ジャズサークル(SunnyAll Stars)によるジャ

ズの演奏(12:15'"'-12:45)が行なわれており、非日常的ではあるが、地べたに直接腰を下ろしての滞

在や写点撮影を行う人や演奏を眺めるといった滞在者が見られた。(図4.7 -10、4田 7-11) 

図4-7-10

図4-7-12にCゾーンにおけるプロット関を示す。

竃 • 
-

-.・
••• 

図4-7-12 Cゾーンプロット図(12:00""12:15) 

図 4-7-11
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第4掌三重大学の外部コモンスペースに関する考察

くDゾーン>

D ゾーンは、 5つのゾーンの中で最も滞在者が少ないゾーンであるc 樹木の阿りのサークルベ

t ンチでの一人での滞定者が見られたν

また、 Cゾーンと向様にジャズの演奏を聴く人が見られた。(図4-7-13)

樹木の回りにサークノレベンチが設置されているが、あまり利用者がし、ないのが現状である。そ

こで、渡接腰を下ろせる芝生空間の整備をすることで、他のゾーンとの違いを出し、滞在者の増

加を促進することむ毎えられる。

図4-7 13 図4ー7-14

<Eゾーン>

Eゾーンは、テーブルやイスがあまり設置されていない為、滞在者は比較的少なかった。また、

待ち合わせによる滞在者が見られた、(図4-7-14)

段差(花壇の縁)、灰皿とし、う滞夜行動を契機づける要素があり、それらの要素が増えれば増える

ほど、よりj帯住場所として好まれることが分かつた。

-座席利用回数による分析

以下にA、Cゾーンにおける座席利用回数を示す。(関 4-7-15)

黄緑が 1図、黄色が 2閥、オレンジが3回、赤が4回以上使われた座席を示している。

Aゾーンにおいて、多く使われた座席はゾーンの外周部に位置する座席で、一人あたりの滞在時

間は短いが、多くの人に使われていることが分かる。また、ゾーンの中央付近の座席の使用回数

が少なくなっているのは、他者に閉まれるのを避けていると考えられる。その他の座席は、使用

回数は多くはないが、グループでの飲食等、比較的長時間滞在する傾向が見られた。
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第4章三重大学の外部コモンスペースに関する考察

.-倉.

.厳会.

r J r J 1 

掴鹿席占有率による分析

/ 

，守
‘ 

.4回~
3図
2図

に‘ 111図

図4-7-15 座席利用回数

以下に、ゾーンごと及び全体の座席占有率のグラフを示す。(関4-7-16)

なお、各ゾーンにおける序ー席数は、以下の通りである。

Aゾーン 67席

Bゾーン 48席

Cゾーン 36席

Dゾーン 43席

Eゾーン 4席

グラフを見ると、全体の座席占有率は、 12:20'"12:35が34%とピークを示し、 14:00"'15:00

は低い結果となった。

Aゾーンの座席占有率は、昼休み(12:00'"13:00)に高くなっており、 14:00........15:00の時間帯は低

い座席占有率となっているが、少ないながら利用者は見られた。

Bゾーンの座席占有率は、 Aゾーンと同じような推移を見せたが、全体的にAゾーンよりも低い

数値となっている。

Cゾーンの座席内有率は、 Aゾーンと同様に昼休みに高くなっており、また、 14:00...__，15:00の時

間帯は座席占有率が0%ということもあり、グループで、の飲食による利用が多いゾーンであると言
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第4章 二三重大学の外部コモンスペースに関する考察

えるむまた、このゾーンの 12:20---12:35の座席占有"l:sは44%であり、すべてのゾーンの中で最

も高い結果となったc

Dゾーンの座席占有率i士、低い推移となった。12:20.......13:15に!主席の利用が見られた以外は、鹿

JiF;の利用は見られなかうた。

Eゾ」ンの座席占有率は、常に0%で、あっ 1た。テープ、ルとイスのセットが1セット配買されている

が、着座しての利用は見られず、物を置くなどのす位での利用は見られた。

r 

I 50 
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有 25
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図4-7-16 座席占有率
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第4章三重大学の外部コモンスペ}スに関する考察

三重大学全体に言えることではあるが、直接、腰を下ろせる芝生空間が無い為、直接、腰を下

ろせる芝生空間の整備をすることで、さらに多様な滞在・利用を促進できると考えられる。

また、芝生空間と同様に親水空間も無い為、親水空間の整備も行なうことで、外部コモンスペ

ースを快適で、魅力的なものに変え、リラックスできる要因となるため、憩いの空間が創出でき

ると考えられる。

また、 Bゾーンのベンチ等、壊れかけているベンチ等のフアニチャーの更新を行なうことで、よ

り好まれる外部コモンスペースの実現ができる左考えられる。

4-7-2 調査のまとめ

本調査では、滞在行動の観点から三重大学の共通教育ゾーンの外部コモンスペースにおいて調

査・分析を行なった。その結果、 A、Cゾーンでの滞在者が多いことが分かつた。両ゾーン共に多

くのテープ、ルとベンチが並べられている。加えて、 A ゾーンには灰皿があり、喫煙者に好まれる

ゾーンであると言える。このようにいくつかの滞在行動を契機づける要素があり、それらの要素

が1つ2っと増えれば増えるほど、より滞在場所として好まれることが分かった。

今後は、共通教育ゾ}ンや大学全体における新しいコモンスペースの在り方の提案(レイアウト

提案)を目標に滞在行動やウェイファインディングの観点から、調査・研究を進めていきたい。

<三重大学における課題>

-直接、腰を下ろせる芝生空間の整備

.未整備の親水空間の整備

・ファニチャーの更新

4-7-3 今後の研究課題

今回は、 10月に調査を行っており、一年間における一例にしか過ぎない。今後は様々な季節で

調査を行う必要があると考えられる。また、共通教育ゾーンを研究するためには、外部コモンス

ペースを研究対象とするだけでなく、その周辺の施設や活動場所の利用状況も把握しなければな

らないと考えます。

また、今後は、外部コモンスペースにおいても座席の選択に関係する要因を抽出し、シミュレ

ーションを行い、調査における座席占有率とシミュレーションにおける座席占有率の比較を行い、

シミュレーションの妥当性について検討を行いたいと考えています。

また、今後は第二食堂回りの外部コモンスペース等、大学全体のコモンスベ}スについて調査、

研究を行っていく必要があると考えます。
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第5章総括

5-1 総括

本論文では、大学キャンパスにおけるコモンスペースの重要性を把握できた。

食堂は、利用者のより自由な行動を促し、大学キャンパス内で最もリラックスできる施設の一つ

である。食堂はより快適に、より居心地がよく、そしてより多くの利用者が使えなくてはならな

し、。

また、三重大学では外部コモンスペースでの食事や、各建物の共有部分にある家具が配置され

たコモンスペースでの食事など、食堂と他のコモンスペースが学生にとっての憩、いの場になって

いる。

そこで、建物内外を切り離して考えるのではなく、建物内外を含めた学生の為の居場所作りが

重要だと考えられる。それが大学全体の質の向上に繋がっていくと考えられる。

今後、学生食堂、外部コモンスペース共にレイアウトの変更を検討する中で、回転率を上げる

ためのレイアウトもあれば、利用者に長時間過ごしてもらうための居心地のいいレイアウト等、

いくつかのレイアウトが考えられる。

マルチエージェントは、もともと群衆流動を扱うソフトであるので、レイアウト変更に用いる

だけではなく、施設内の動線計画のシミュレーションに使用することもできる。それによる事前

評価を考えることで、建築計画はもちろん建築設計をサポートするツールとして使用することも

考えられる。

以上のことから、マルチエージェントシミュレーションは、今後の建築計画及び建築設計にと

って有益なものになると考えられる。
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資料編

室主主盤

・大学キャンパスにおける共通教育ゾーンに関する研究ー居場所としての視点から見る共通教育
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シミュレーションを用いた大学キャンパスのコモンスペースに関する研究

第1章序文

1.1研究背景・目的

近年、大学問の競争化を背景に特色あるキャンパスづ

くりや研究施設、教育・学習空間の整備など、多様な施

策の必要性が議論されている。また、キャンパスのコモンス

ベースは、学生のキャンパス内の学習空間、居場所として

重要な施設という議論もあり、学生が休息や気分転換をした

り、学習をしたり、交友関係を深める為には不可欠な場所で

あり、最もキャンパスらしさが具現化されている場所の一つ

であると言える。また、地域住民にとっての交流の場ともなっ

ている。

また、「複雑系jといわれる分野の中でも、特に「マルチエ

ージェントシステムjとそれを利用した「マルチエージェント

シミュレーション」に注目し、現在の建築計画をf複雑系jと

いう概念から検証することは、現在及び次の世代の建築計

画、ファシリティマネジメントを考える上で重要であると考え

られる。

そこで、このような背景から、本研究では大学キャンパ

スのコモンスペースに着目し、学生の利用するコモンスペ

ースの在り方について言及するとともに、 f複雑系Jという

概念からも検証を行い、今後の計画と運営の指針を得る

ことを目的としている。

1.2論文構成

本論文は全5章から構成されており、論文構成は

以下の通りである。

第 1章では、序文として、研究背景、研究目的、

研究方法、本論の構成、用語の解説、既往研究等に

ついて記述している。

第2章では、「複雑系jの概念について述べ、また、

建築計画におけるシミュレーションを用いた既往研

究についても記述している。

第3章では、三重大学の学生食堂に関する考察と

して、三重大学の第一食堂及び第二食堂で行った調

査をもとに分析を行い、さらにシミュレーションを

用い、考察を行っている。

第4章では、三重大学の外部コモンスペースに関

する考察として、第一食堂回りの外部コモンスペー

スで行った調査をもとに分析を行い、また他大学の

外部コモンスペースとの比較も行い、考察を行って

いる。

第5章では、第 1章~第4章までの結論をまとめ、

全体の総括としている。
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以下に研究フローを示す。

第3章
三重大学の

第4章
三重大学の

学生食堂に関する考察 外部コモンスペースに関する考察

図 1研究フロー

第2章 「複雑系」について

「複雑系j という概念が誕生してから随分と経つが、

その概念を建築の分野で用いた学術的な考察はまだま

だ浸透していないように思われる。本章では「複雑系j

という概念を解説し、建築の分野において、どのように

扱われていく可能性があるのかを考察してし、く。

「複雑系Jとは

キャスティ(John L. Casti)が提案した「複雑系」の定

義とは以下である。

①モデルを構成している要素(エージェント)の数は中

程度。

②エージェントは知性を持っている。

③各エージェントは局所的な情報にもとづき相互作用

する。

また、一般的に、「複雑系」は、次のような性質をも

っ「システム」と考えられる。

・非決定性(non-determinism)

.非従)1頂性(non廿actability)

.分散性(distributivity)

・自己組織化(self-organization)

.創発(emergen田)

マルチエージェントシステム

マルチエージェントシステム(MAS)とは、自律した

個々の主体が相互に依存しあうシステムである。複雑系

のメカニズムを解明するためのモデルのーっとして注

目されている。

マルチエージェントシミュレーション
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MASでは、エージェントシミュレーションを実行す
るに当たって、モデノレを表現・記述する形式として、セ

ノレオートマトンを拡張したシステム表現を用いるもの

である。

個々のエージェントの動作をミクロ行為、あるパター

ンを有する世界状態をマクロ現象とする。すると、この

シミュレーションは、ミクロ行為の集積から着目してい

るマクロ現象が生じるか苔かを導くことができる。

第3奪 三重大学の学生食堂に関する考察

本家では、三重大学め学生食堂に関する考察を行う。

調査対象として、三重大学の第一食堂、第二食堂の2つ

の食堂を選定した。

3.1三重大学の概要

三重県唯一の国立大学である三重大学は、 1949年に

設置され、 2004年4月 113から「国立大学法人三重大

学Jとしてスタートしました。現在、 5学部6研究科の

ほか、附属図書館、学内共同教育研究施設、附属病院、

附属学校等がある。

キャンパス内の建物は学部ごとにいくつかに分類さ

れている。キャンパス中央付近にランドマーク的存在で

ある講堂が位置している。また、附属病院がある為、学 工ント弓ンスヨ

生以外にも様々な年代の人が訪れる。

表2大学概要(2010年 5月1日現在)

大学名 三3重大学

学校種目IJ 国立

設置 1949年

所在地 三重県津市栗真町屋町

学部
人文学錦、教育学部、医学鋭、工学郎、生

物資源学部

総面積 約53万rri

生徒数 学部6167人、大学院1253入、専攻科6人

教員数 755人

3.2諦査概要

醤調査方法

三重大学の昼食時にビデオ設置による行動観察マツ

ヒ。ング、調査を行った。また、出入り口に調査員を配置し、

時間ごとによる入出庖人数の観測もあわせて行った。

量調査日時

・三重大学生協第一食堂 2007年 10月25日(木)

・三重大学生協第二食堂 2007年 10月26日(金)

-集計方法

①ビデオで撮影されたテーブルについて、使われた人数

エントラシコA

ロ

i
ii

!

 

"

な

A

図4第一食堂

-グループ・食事時間・交流・雑談〈インタラクション)

などを集計した。

②食事開始時刻とテーブルから離れる時刻はそれぞれ、

グループで一番初めに行動を起こした人を基準とし、食

事時間からイ ンタラクションへの移行はグループの半

分以上が食事をやめてからとした。

③2分以下のインタラクションは無視し、食事時間に加

えた。

3.3調査結果

ここでは、第一食堂における調査結果のみ記述する。

第一食堂には2つのエントランスがあり、出入り口は

明確に区別されておらず、 エン トランスA、Bどちらか

らでも出入りすることができる。しかし、各エントラン

スの出入場者数を見ると、エントランスAを入り口、エ

ントランスBを出口と して利用する利用者が多いこと

が分かる。
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図6エントランスB出入り人数
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時間ごとの利用者数を見てみると、昼休み開始直後の

12:00~ 12:10に入場する利用者が多い。これは、利用

者の多くが共通教育棟を利用する低学年であり、まだ授

業の融通がきかない為、直前まで授業があることが理由

として考えられる。

午後の授業が始まる直前の 12:40........12:50に退出する

利用者が多いことが分かる。

次に、時間ごとの各エリアの鹿席占有率は以下の図9

のようになる。

全体的に昼休み開始の 12:00から座席占有率が高く

なり、終了前の 12:40頃から低下している。エリアBを

除いて、昼休み前の座席占有率は高くない。これは、こ

の食堂の利用者がまだ時間的に余裕がない低学年の学

生が多いことが理由として考えられる。低学年は接業を

多く履修している為、昼休み産前の授業を受講している

ことが多いため、混雑する時間を避けて、昼休み前に食

堂に来ることが難しいためである。

エリアごとに見ていくと、エリアAは、他のエリアに

比べて座席占有率が低い結果となった。ピーク時座席占

有率が、昼休み終了直前に低くなるという全体の座席占

有率と似たような推移を見せた。

エリアBは、唯一昼休み前から座席、占有率が高いエリ

アである。 11:50頃に60%を超えた後、 12:45頃まで高

い座席占有率を維持している。

エリアCは、この食堂全体の座席占有率にほぼ一致し

ており、昼休み開始後に座席占有率が大きく上昇し、昼

休み終了産前に大きく低下し、以後はほとんど利用され

ることがないという結果になった。 、

エリアDは、昼休み開始と共に利用者が増えるという

点は食堂全体の傾向と閉じだが、昼休みが終了しても、

それほど鹿席占有率に変化がないという結果になった。

これはこのエリアがパーティションで区切られており、

プライパシーが保たれているという特徴から利用が比

較的長時間になるのではないかと考えられる。

エリアEは、エリアDと同じような結果となった。こ

ちらのエリアはパーティションで区切られている訳で

はないので、単純に周辺環境の良さが選択される要閣で

あり、長時間利用される要因であると考えられる。
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図8エントランスB出入り人数(グラフ)
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3.4マルチエージェントシミュレーションを用いた考

察

-エージェントの移動については、予め経路を設定して

おき、経路上の点ごとに目的地までの距離が最短となる

リンクをたどって、移動するものとした。

-座席(選択)移動については、座席の選択に関係する要

因を調査結果から抽出した。

A.食事受け取り場所、食器返却場所からの距離

B.窓からの距離

C.他グ、ループの利用者との距離

座席の選択においては、それぞれのテーブルについて、

正規化を行なった評価値を用い、値が最大となるテープ

ルを候補として選択するものとした(A、Bについては

逆数を正規化)。

時間、グループの人数によって座席選択の状況が変わ

る為、 12:30まではAを、 12:30以降で人数の多いグル

ープの場合には、 Bを重視するものとした。

グループで一番初めに座席を選択した利用者の周り

にグノレ}プのメンバーが座るアノレゴリズムとした。また、

MASにおいては、他のエージェントも同じルールで、行

動している為、同じ座席を自指して複数のエージェン ト

が同時に移動するという状況lが発生する。その為、目指

しているテーブルに他の利用者が座っていなし、かをチ

ェックするルールを設け、すでに座っていれば、再度テ

ーブノレの評価をやり直すアルゴリズムとした。

3.5観察調査結果とマルチエージェントシミュレーシ

ョン結果との比較・分析

情
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図12全体の座席占有率(1仏S値)

食堂全体の座席占有率の結果を見ていくと、観察調査

の結果とシミュレーションでの結果に大きな差異は見

られなかった。座席占有率の最大値も調査値とシミュレ

ーション値に大きな差は見られなかった。

次に、エリアごとに見ていく。

エリアAのシミュレーシ三ン値は調査結果に比べ、全

体的に座席占有率が 10%ほど高い結果となった。

エリアBは、調査結果では昼休み前の 12:00までの座

席占有率は、すべてのエリアの中で最も高いエリアであ

ったが、シミュレーション結果では 12:00までは0%と

三重大学大学院 工学研究科



いう結果になり、やや不整合な結果となった。

エリアCは、シミュレーション値がピーク時に 100%

近い値となり、調査値に比べ、非常に高い値となってい

る。その点が不整合と言える。

エリアDは、シミュレーション値が他のエリアと違っ

て、大きな変化がないのが特徴であるが、調査値では変

化が大きく、最大値もシミュレーションイ査が 20%ほど 図15 AITプラザ 国 16沈砂池

低い結果となった。

エリアEは、シミュレーション値が調査値に比べ、ピ 、 (事例3) 南山大学名古屋キャンパス

ーク時とそれ以外の時間の座席占有率の差が少ない結

果となっている。

3.6まとめ

本章では、観察調査をもとにして、学生食堂の座席占

有率に着目し、シミュレーションプログラムを組み、そ

のプqグラムの妥当性について考察してきた。
プログラムの妥当性については、観察調査の結果をも

とにプログラムを作成しているが、それが妥当であると

考えられる部分と妥当であるとは言い難い部分ができ

ている。

エージェント自体のプログラムのルール、つまり本研

究においてはメニューの選択や食事にかける時間など

のエージェント自身が行動するためのノレールは妥当で

あると言えるが、座席選択におけるルールについては修

正する必要があると考えられる。

第4主主 三薫大学の外部コモンスペースに関する考察

本章では、大学キャンパスの外部コモンスペースに関

する考察を行う。三重大学を中心事例として扱い、東海

地区における他の大学キャンパスを比較対象として、外

部コモンスペースの分析・考察を行う。また、三重大学

の第一食堂回りの外部コモンスペースにおいて、マッピ

ング調査を行い、その結果を用い、'分析・考察を行う。

4.1三重大学と他の大学との外部コモンスペースの比

較・分析

(事例1)名古屋商科大学日進キャンパス

図 13広場 図14屋外テラス

(事例2) 愛知工業大学八草キャンパス

図17コモンスペース

-親水空間の滞在者への影響

名古屋商科大学日進キャンパスの外部空間には池が

あり、高い親水性を有している。(図 13、図 14)このよ

うなキャンパス内の親水空間が学生、教職員にとっての

憩いの場となっている。

また、図 13の池周辺が階段状の形態となっているた

め、段差を利用しての着座滞在を引き起こさせる。また

ベンチも配置されているため、着鹿滞在者が増える。

このように、親水空間、段差、ベンチ、加えて樹木な

どの滞在行動を促すであろう要素がいくつも混在する

ため、滞在者が非常に多くなると考えられる。

また、愛知工業大学八草キャンパスにも同様に池が

存在するが、沈砂池町ちんさち}と呼ばれる池であるた

め、維持管理があまり行われておらず、前出のものと比

べるときれいな親水空間だとはとても言えず、親水効果

が低く、滞在行動があまり見られなかった(図 1紛。池な

どの水辺空間には高いDラックス効果が期待できるだ

けにとても残念である。大学キャンパス内の親水空間の

在り方について、再考の余地があると考えられる。

また、三重大学には親水空間と呼べる空間が無いので、

親水空間を整備することで、外部コモンスペースわ充実

を図ることができると考えられる。

注)沈砂池:河川|から上水・発穏などの汚水を引き入れる場合、

土砂を沈殿させるため取水口の近くに設ける人工泡。

4.2調査概要

・調査目的

キャンパスの外部空間は、学生が休息や気分転換をし

たり、交友関係を深めるには不可欠な場所である。そこ

で、外部空間の利用方法や振る舞いの原閣を明らかにす
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ることを自指し、キャンパスの外部コモンスペースにお

ける学生のアクティピティについて研究していく必要

がある。

そこで、ここでは大学キャンパスの外部空間の分析を

行い、滞在行動に適した外部空間の構成を明らかにする

ことを目的とする。また、コモンスペースの現状を調査

することにより、計画に必要な知見を得ることも目的と

する。

・調査対象

三重大学共通教育ゾーン外部コモンスペース

共通教育ゾーンとは、・共通教育棟(共通 1、2、3、4号館)、

第一体育館、附属図書館、第一食堂によって閉まれたゾ

ーンである(図 18)。

今回は、共通教育ゾーンの中でも滞在者が最も多い第

一食堂回りの外部コモンスペースを調査対象とした。以

下に調査範囲の平面図を示す。また、調査にあたり、調

査範囲をA"-'Eの5つのゾーンに分けた。(図 1ω

量調査方法

調査は、マッピング調査、ビデオカメラによる撮影、

写真撮影による滞在行動の場面抽出を行った。

マッピング調査 15分+休憩・準備5分を 1セット(20

分)として、計8セット行なった。

ヨ記

H 泊週邑畠融 H 車掴邑

-調査日:平成22年 10月 29日(金)

-調査時間:11:40"-' 13:20、14:00-----15:00 

-調査員:三重大学施設マネジメント研究室 8名
〆

※三重大学の昼休みは 12:00"-'13:00であり、その時聞

を含み、その前後の利用者の実態を把握するため、前後

にマッピング調査を 1セットずつ加え、 11:40-----13:20 

という調査時間にしている。

函 18共通教育ゾーン

.DOI!!l i山 i 叫

Al雌

図19第一食堂田りの平面図
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表20体位足IJ滞在者数(のべ人数)

ゾーン A B c 。 E 時間見IJ

時間 立位 度伎 立位 産俊 立位 座位 立伎 座位 立位 痩位 滞在者数

11:40-11:55 13 。 2 7 4 。 。 6 。 33 

12:00-12:15 7 21 13 自 3 12 3 。 18 。 83 

12:20-12:35 4 29 6 16 3 19 。 3 8 。 88 

12:40-12:55 5 20 2 11 。 15 。 4 7 。 64 

13:00-13・15 。 2 。 。 。 1 。 2 7 

体位男IJ合計 17 85 21 35 13 51 3 8 41 ~、、---・
合計 102 56 64 11 42 ------14:00-14:15 4 。 4 。 。 。 。 2 。 11 

14:20-14:35 6 。 2 3 。 。 。 3 。 15 

14:40-14:55 7 。 2 。 。 。 1 。 12 

体佼~IJ合計 3 17 8 5 。 。 。 6 。-----合計 20 7 5 。 6 ------総合計 122 63 69 11 48 313 
L一一 一一一

4.3調査結果

調査により、 233人の滞在者のサンプノレを得た。

時間毎の滞在者数を見る去、当然のことながら、昼休

み(12:00~13:00)を含む 11:40""' 13:20の時間帯の方が

14:00""' 15:00の時間帯に比べ、滞在者数が多く、また

昼休みとそれ以外の時間では大きく滞在者数に差があ

ることが分かつた。(表2ω

ゾーン別に見ると、 11:40""'13:20、14:00""15:00の

両時間帯とも Aメーンが最も滞在者が多く、 Dゾーン

が最も少ない(図 22)0Aゾーンはテープ、ノレ・ベンチが多

く設置されており、グ、ノレープで、の利用に適しているが、

D ゾーンは樹木の回りのサークルベンチが主な着座場

所となる為、グループでの利用にあまり適していないこ

とが理由として挙げられる。 A、Cゾーン共に多くのテ

←ブノレとベンチが並べられているが、Aゾーンのそれら

は容易に動かすことが出来、利用者に多様な使い方を与

える。一方、 Cゾーンのそれらは容易に動かすことが出

来ない。このようにいくつかの滞在行動を促す要素があ

り、それらの要素が増えれば増えるほど、より滞在場所

として好まれることが分かつた。

滞在体位glJに見ると、 A""'Dゾーンは立位よりも座位

での滞在が多く、 Eゾーンのみ、座位よりも立位での滞

在が多い。この理由としては、 Eゾーンはベシチ等の設

置が少ないことが挙げられる。

滞在者数に占める男女の割合は男性 63.5%、女性

36.5%で、男性が女性を上回った。(図 21)

.男

濁女

総数233人

図21滞在者数に占める男女比
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図 22ゾーン別滞在者数(のべ人紛
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図23ゾーン)3IJに見る男女滞在者数(のペ人数)
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<Aゾーン>
A ゾーンは、 5つのゾーンの中で、最も滞在者が多く、

テーブルやイスを動かしてのグループでの飲食による

滞在者が多く見られた。

また、花壇の縁への着座滞在も見られた。(図 25)

このゾーンにはごみ箱が無い為、ごみ箱の設置により、

使いやすさが向上すると考えられる。

最も滞在者が多かった 12:20-----12:35の時間帯のプロッ

ト図を下に示した。(図 26)

図24

図25

三重大学大学院

<Bゾーン〉

関 27に見られる樹木に囲まれたベンチは一人での滞

在者が多く見られた。また、クツレープでの飲食による滞

在者も多く見られた。(図 28)

図27 図28

<Cゾーン>

Cゾーンでは、学祭での喫茶活の宣伝も兼ねて、ジャ

ズサークノレ(SunnyAll Stars)によるジャズの演奏

(12:15"'-' 12:45)が行なわれており、非日常的ではあるが、

地面に直接腰を下ろLての滞在や写真撮影を行う入や

演奏を眺めるといった滞在者が見られた。(図 29、図 30)

図29

対彬j，
p、.，，!

. .・， . 
'‘ .. 

図31

<Dゾーン>

図30

Cゾーンプロッ ト図(12:00"-'12:15)、

Dゾーンは、 5つのゾーンの中で最も滞在者が少ない

ゾーンである。樹木の間りのサークルベンチでの一入で

の滞在者が見られた。

また、¢ゾーンと同様にジャズの演奏を聴く人が見ら

れた。(歯 32)

樹木の間りにサークルベンチが設置されているが、あ

まり利用者がいないのが現状である。そこで、薩接腰を

下ろせる芝生空間の整備をすることで、他のゾーンとの

工学研究科



違いを出し、滞在者の増加を促進することも考えられる。 られている。加えて、 Aゾーンには花壇の縁、レストパ

図32 図33

<Eゾーン>

Eゾーンは、テープルやイスがあまり設置されていな

い為、滞在者は比較的少なかった。また、待ち合わせに

よる滞在者が見られた。(閣 33)

段差(花壇の縁)などの滞在行動を契機づける要素が

あり、それらの要素が増えれば増えるほど、より滞在場

所として女子まれることが分かった。

聞座席利用回数による分析

以下にA、Cゾーンにおける座席利用回数を示す。(函

34) 

黄緑が 1回、黄色が2回、オレンジが 3回、赤が4

E以上使われた座席を示している。
Aゾーンにおいて、多く使われた座席はゾーンの端に

位量する座席で、一人あたりの滞在時間は短いが、多く

の人に使われていることが分かる。また、ゾーンの中央 i

付近の座席の使用回数が少なくなっているのは、他者に

固まれるのを避けていると考えられる。その他の座席は、

使用回数は多くはないが、グループでの飲食等、比較的

長時間滞在する傾向が見られた。

図34座席利用回数

4.4調査のまとめ

本調査では、滞在行動の観点から三重大学の共通教育

ゾーンの外部コモンスペースにおいて調査・分析を行な

った。その結果、 A、Cゾーンでの滞在者が多いことが

分かつた。両ゾーン共に多くのテーブノレとベンチが並べ

一等がある。このようにいくつかの滞在行動を促す要素

があり、それらの要素が1つ2っと増えれば増えるほど、

より滞在場所として好まれることが分かつた。

今後は、共通教育ゾーンや大学全体における新しいコ

モンスペースの在り方の提案(レイアウト提案)を目標

に滞在行動やウェイファインディングの観点から、調

査・研究を進めていきたい。

<三重大学における課題>

-直接、腰を下ろせる芝生空間の整備

.未整備の親水空間の整備

・ファニチャーの更新

4.5今後の研究課題

今回は、 10月に調査を行っており、 一年間における

一例にしか過ぎない。今後は様々な季節で調査を行う必

要があると考えられる。また、共通教育ゾーンを研究す

るためには、外部コモンスペースを研究対象とするだけ

でなく、その周辺の施設や活動場所の利用状況も把握し

なければならない。

第5章総括

本論文では、大学キャンパスにおけるコモンスペース

の重要性を把握できた。

食堂、外部コモンスペースなど、建物内外を切り離し

て考えるのではなく、建物内外を合めた学生の為の居場

所作りが重要だと考えられる。それが大学全体の質の向

上に繋がっていくと考えられる。

また、マルチエージェントシミュレーションは、今後

の建築計画及び建築設計にとって有益なものになる可

能性があると考えられる。

く参考>

・大学キャンパスにおける共通教育ゾーンに関する研究

一居場所としての視点から見る共通教育ゾーンの位置
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堂における環境認識・行動に関する研究/北上靖大、加
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